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태평환우기중 한국관련 사료부분 발췌

『太平寰宇記』(『文獻通考』처럼 일부 전적에는 『太平寰宇志』라고 한 것도 있으나 『太平寰宇記』가 원래 명칭이다)는 북송 초 樂史(930-1007)가 편찬한 地理書이다. 樂史는 字가 子正이고, 撫州 宜黃 사람이다. 이곳은 현재 江西省에 속한 지역으로 그가 처음 출사했던 것도 五代 정권이 아니라 十國 중 하나인 南唐에서였다. 남당이 송에 의해 멸망한 후에는 송 치세에서 여러 관직을 역임했는데, 史館에서의 근무 등 편찬업무와 관련된 직책을 많이 맡았던 것이 주목된다. 그가 이 책을 편찬한 동기는 당시의 시대적 상황과 밀접한 관련이 있다. 태조 趙匡胤이 군사정변으로 송을 건국한 것은 960년의 일이지만, 당시 남쪽에는 十國 중 6국이 할거하는 상황이었다. 이들을 정벌하여 전국을 통일하기까지에는 태조·태종 2대에 걸친 시간이 필요했고, 마침내 태종 太平興國4년(979)에 마지막 남은 北漢을 정벌하고 전국을 통일하였다. 당말의 혼란에 이어 수십 년에 걸친 五代十國의 분열 상황이 종식되고 전국이 통일된 상황은 종합적인 全國地志를 필요로 하였는데, 樂史는 이러한 시대적 요구에 부응해 전국을 아우르는 地理總志를 편찬하였던 것이다. 唐代에도 賈耽의 『古今郡國縣道四夷述』, 李吉甫의 『元和郡縣志』 등 전국적인 지지가 편찬되었으나, 이들의 내용이 너무 간략할 뿐 아니라, 그간 역대 정권하에서 지명이 자주 변하였기 때문에 새로운 지지의 편찬이 필요했던 것이라고 「太平寰宇記序」에 밝히고 있다. 악사는 20여 종에 이를 정도로 많은 책을 저술하였는데 모두 망실되고 현존하는 것은 『太平寰宇記』 뿐이다.

『太平寰宇記』는 원서 200권과 목록 2권으로 구성된 책이다. 그런데 四庫全書本에는 권4, 권113-119 등 모두 8권(『四庫全書總目提要』에 ‘佚七卷’이라 한 것은 착오이다)이 결권으로 되어있다. 이 같은 사정은 그 후 乾隆(1793)·嘉慶(1803)·光緖(1882) 연간에 간행된 제 판본에서도 마찬가지이다. 그 후 黎庶昌이 일본 宮內廳에 소장되어 있던 宋刊 殘存本 23권을 필사하여 왔는데·여기에는 중국 측 판본에 결권으로 되어 있던 권113-118(이중 권114는 일부가 누락)가 있어 楊守敬이 당시 현행본과 대조하여 보충하였으니·『太平寰宇記補闕』이라는 이름으로 광서 10년(1884) 간행된 『古逸叢書』에 수록하였다. 후에 간행된 叢書集成本은 이를 바탕으로 기존본과 합간한 것으로·비교적 많이 이용되고 있다.

『太平寰宇記』는 전국을 13道로 나누고·여기에 四夷의 항목을 두어 14개 구획으로 구분하였으며, 각 道는 다시 그 아래에 州·縣으로 나누고, 四夷는 동서남북으로 나누어 기술하고 있다. 전국을 道로 나누고, 다시 州·縣으로 나누어 서술한 것은 『元和郡縣志』의 체제를 답습한 것이다. 송대에 전국을 15路로 구획한 것은 997년의 일로, 『태평환우기』를 편찬할 당시(이 책이 다루는 내용의 하한 시기는 雍熙 4년, 즉 987년까지이므로, 이 책의 완성은 이 시기 이후가 되겠지만, 이로부터 멀지 않은 시기였을 것으로 생각된다)에는 당대의 명칭을 그대로 써서 전국을 13道로 나누고 있었다. 

『태평환우기』는 체제상 『원화군현지』를 답습한 측면도 있지만, 내용면에서는 새로 추가한 항목도 많다. 지리연혁·위치·교통·호수·토산·명승고적·군사요지 등 지리서에서 일반적으로 다루는 자연지리 항목 외에, 풍속·성씨·인물 등 인문지리 분야에 대해서도 자세히 서술하고 있다. 그는 이를 위해 기존의 지리서를 포함해 각종 사서·문집·비문·시부·필기소설 등 200여 종에 이르는 많은 전적을 참고하였는데, 이들 전적은 현재 대부분 전해지지 않는 것들로서 이 책의 사료적 가치를 높여주는 점이다. 다만 이 책을 편찬할 당시에는 천하가 평정된 지 얼마 되지 않아, 답사를 한다거나 관부의 문서를 충분히 참고하기 곤란한 상황이었기 때문에, 대부분 전대의 사료에 의존함으로써 자연히 전대에 대한 기록은 자세한데 반해 송초의 상황은 소략하다는 단점이 있다. 따라서 이 책은 송대사를 연구하는 데에 있어서 보다는, 당대 및 오대사를 연구하는 데 더 중요한 사료로 평가된다. 

『태평환우기』는 『四庫全書總目提要』에 “地理之書, 記載至是書而始詳, 體例亦至是書而大變”이라 한 것처럼, 중국 方志 발전사에 있어서 중요한 위치를 점하고 있다. 훗날 方志 편찬의 모범이 된 것이 이 책인데, 지리서에 인문을 결합함으로써 종전의 단순한 지리서의 성격에서 벗어나 그 지역의 하나의 역사서의 성격을 구비하게 되었던 것이다.

이 자료집에서는 四庫全書本에 의거, 한국사와 직·간접적으로 관련 있는 부분(주로 四夷 東夷에서)을 발췌하여 수록하였다.
(판본은 太平寰宇記, 文海出版社, 1993 이다)

太平寰宇記 卷十二 河南道 一十二
○ (宋州 楚邱縣)「北征記云:『望亳·蒙間, 成湯·伊尹·箕子之冢.』 今爲邱墟也.」
○ (宋州 宋城縣) 箕子冢, 在縣北四十一里二十步, 古蒙城內. 史記: 「箕子, 紂之諸父, 晉 伏滔 北征記云:『望亳·蒙間, 成湯·伊尹·箕子之冢墓.』皆爲邱墟. 今蒙與北亳, 相去三十里.
太平寰宇記 卷一百七十 河北道 一十九
○ (平州 盧龍縣) 晉 太康地志云: 「晉築長城, 起自碣石, 在今高麗舊界, 非此碣石也.」
○ (平州 盧龍縣) 朝鮮城, 卽箕子受封之地.
○ (平州 石城縣) 漢舊縣, 取碣石立如城, 以名之, 屬右北平郡. 漢書地理志作石城.
太平寰宇記 卷一百七十 河北道 東夷總序
○ 東夷 之地, 自胊山而東, 其北則樂浪·朝鮮·遼東, 其南則閩越·晋安 之東, 泉州 今泉州濱海, 極望海中, 諸夷國可見焉. 皆其域也. 昔周武王封殷太師箕子於朝鮮, 而遼東則戰國時燕地, 而帶方·眞番·玄菟皆漢之郡, 後皆爲東夷之地矣. 蓋先王之時, 罔不率俾. 夏太康失德, 夷人始叛. 至桀而諸夷內侵. 殷仲丁伐藍夷. 後雖陵暴諸夏, 而其境則遼海之東焉. 遼東故塞, 至浿水爲界, 屬燕. 燕王盧綰反, 燕人衛滿亡命而出塞, 渡浿水, 居秦之空地王之, 地方數千里. 至漢武帝破之, 以朝鮮爲眞番·臨屯·樂浪·玄菟四郡. 後漢末, 公孫康據而有之, 魏 景初元年(237)乃滅. 後魏·周·齊以來, 高麗强盛. 隋煬帝三征之, 初渡遼而敗, 再行次遼水征之, 而楊玄感反, 又將征之, 而天下亂. 至唐高宗時, 乃滅之. 其餘具於本國.

太平寰宇記 卷一百七十二 四夷一 東夷一 朝鮮
○ 朝鮮 , 晉 張華曰:「朝鮮有泉水, 洌水, 汕水三水, 合爲洌水, 疑樂浪·朝鮮取名於此也.」汕, 所晏切. 周封箕子之國. 昔武王釋箕子之囚, 箕子不忍周之釋, 走之朝鮮. 武王聞之, 因以朝鮮封之. 見尙書大傳. 箕子敎以禮義田蠶, 作八條之敎, 無門戶之閉, 而人不爲盜. 其後數十餘代, 至戰國時, 屬於燕, 亦僭稱王. 始全燕時, 畧屬爲置吏, 作障塞. 其後燕王盧綰反, 入匈奴, 燕人衛滿亡命, 聚黨千餘人, 椎髻蠻服, 東走出塞, 渡浿水, 擊破朝鮮王準, 居秦故空地上下障, 稍役屬眞番, 朝鮮諸夷及故燕·齊亡命者王之, 都王險. 地名. 在浿水東. 會孝惠·高后時, 天下初定, 遼東太守卽約滿爲外臣, 保塞外蠻夷, 是故滿得以威力, 侵其旁小邑, 眞番·臨屯, 皆來服屬, 地方數千里. 傳至子孫右渠, 誘漢亡人滋多.

武帝 元封二年(B.C.109), 遣樓船將軍楊僕, 從齊浮渤海兵五萬, 左將軍荀彘出遼東討之,

三年朝鮮人, 殺右渠來降, 遂定其地, 因立爲眞番·臨屯·樂浪·玄菟四郡, 今悉爲東夷之地.

昭帝時, 罷臨屯, 眞番, 以倂樂浪, 玄菟, 自此內屬.

○ 四至 秦滅燕, 屬遼東外徼. 秦 遼東郡, 今安東府之地. 及秦亂, 中國人或避地者數萬口. 漢興, 爲其遠難守, 復修遼東故塞, 至浿水爲界, 武帝因之, 卽爲四郡之地.
○ 土俗物産 始箕子以八條之敎, 世得其理. 自漢內屬以後, 風俗稍薄, 法禁亦寖, 多至於六十餘. 按四夷志:「東方仁, 故其俗頗有中國之風, 孔子欲居九夷.」又聞郯子述鳥官曰, 天子失官, 學在四夷, 其俗土著, 喜飮酒歌舞, 或冠弁衣錦, 器用俎豆.

太平寰宇記 卷一百七十二 四夷一 東夷一 濊國
○ 濊 , 亦朝鮮之地, 後漢 光武帝封其渠帥爲縣侯, 皆歲時朝賀, 無大君長. 自漢已來, 其官有侯·邑君·三老, 統主下戶. 其耆舊自謂與高句麗同種, 言語法俗, 大抵相類, 魏齊王 正始六年(245), 濊侯等, 擧邑降, 四時詣樂浪·帶方二郡朝謁, 並今東夷之地, 有軍政賦調, 如華人焉.

○ 四至 南與辰韓, 北與高句麗·沃沮接, 東窮大海, 西接樂浪.
○ 土俗物産 其人性謹愿, 少嗜慾有廉恥, 男女衣皆著曲領, 男子繫銀花廣數寸以爲飾. 俗重山川, 山川各有部分, 不得輒相干涉. 同姓不婚, 多所忌諱. 疾病死亡, 卽棄舊宅, 知種麻養蠶, 作綿布, 又頗曉氣候星宿, 先知年歲豐約, 不以珠玉爲寶, 又祭虎以爲神, 其邑落有侵犯者, 輒相責罰牛馬, 原本云: 牲口牛馬, 據通攷刪正. 名曰責禍, 少寇盜. 作矛, 長三丈, 或數人共持之, 能步戰. 樂浪擅弓出其地, 又多文豹, 有果下馬高三尺, 其海出斑魚皮, 漢時常獻之.

太平寰宇記 卷一百七十二 四夷一 東夷一 百濟國
○ 百濟國 , 卽後漢末夫餘王尉仇台之後. 後魏時, 百濟王 上表云:「臣與高麗源出夫餘也.」 初以百家濟海, 因號百濟. 時, 句麗旣畧有遼東, 而百濟亦據有遼西·晉平二郡地. 今營·平二州之間也. 自晉以後, 倂諸國, 據有馬韓地, 晉代授蕃爵, 自置百濟郡, 義熙 (405~418)中, 以百濟王夫餘腆爲使持節都督·百濟諸軍事. 宋·齊·梁, 並遣使朝貢, 授官封其人土著. 地多下濕, 率皆山居. 其王都東西二城, 號俱尸拔城, 王號於羅瑕, 百姓呼爲鞬吉支, 夏言並王也. 王妻號於陸. 夏言妃也. 官屬有十六品, 左率一品, 達率二品, 恩率三品, 德率四品, 柰率五品, 扦率六品, 以上, 冠飾銀花, 將德七品紫帶, 施德八品皂帶, 固德九品赤帶, 季德十品靑帶, 對德十一品, 文督十二品, 皆黃帶, 武督十三品, 佐軍十四品, 振武十五品, 剋虞十六品, 皆白帶. 統兵以達率·德率·扦率爲之, 人庶及餘小城, 咸分隷焉. 其國用法, 叛逆者死, 殺人者以奴婢三人贖, 官人管財及盜者, 三倍追贓. 其王以四仲月, 祭天及五帝之神, 每歲, 四祠其始祖仇台之廟. 大姓有八族, 謂沙氏, 燕氏, 劦音俠氏, 解氏, 眞氏, 國氏, 本氏, 苩氏. 國西, 入島居者十五所, 皆有城邑.

後魏 孝文帝遣衆征破之, 後其王牟大, 爲高句麗所破, 衰弱累年, 遷居南韓舊地.

隋初, 其王扶餘璋, 遣使貢方物, 拜爲帶方郡公·百濟王. 唐 武德四年(621), 其王夫餘璋遣使, 獻果下馬. 與新羅, 世爲仇讐.

貞觀十六年(642), 與高麗通和, 以絶新羅入朝之道, 太宗新征高麗, 百濟懷二數年之間, 朝貢遂絶.
顯慶五年(660), 蘇定方討平之, 因虜其王義慈以歸. 其地舊有五部, 分統三十七郡, 二百城, 七十六萬戶. 至是以其地分置熊津, 馬韓, 東明, 金漣, 原本, 訛連據, 通攷改正. 德安等五府都督府, 以其酋渠爲都督府刺史. 命右衛郞將王文度爲都督, 總兵以鎭之. 至麟德三年(666), 其舊地沒於新羅, 城旁餘衆, 後漸衰弱, 散投突厥及靺鞨. 其王夫餘隆, 竟不敢還舊國土, 地盡沒於新羅·靺鞨, 扶餘氏君長, 因之遂絶. 義慈, 事親以至孝, 聞友於兄弟, 時人號爲東海曾 閔. 及至京數日, 病卒, 葬於孫皓·陳叔寶墓側.

○ 四至 其國, 東西四百里, 南北九百里, 按新羅, 北距高麗千餘里. 西限大海, 過海至越州, 處小海之南, 南渡海, 卽是倭國.
○ 土俗物産 其衣服, 男子略同於高麗, 拜謁之禮, 兩手據地爲敬. 婦人衣, 似袍而袖微大, 在室者, 編髮於首後, 垂一道爲飾, 出嫁者, 乃分爲兩道焉. 兵有弓·箭·刀·矟, 重騎射, 兼愛墳史. 其秀異者, 頗解屬文, 又解陰陽五行, 用宋 元嘉曆, 以建寅月爲歲. 首亦解醫藥·卜筮·占相之術, 有投壺樗蒲等雜技, 尤尙奕棋, 僧尼·寺塔甚多, 而無道士. 賦稅以布·絹·麻木等. 婚娶之禮, 略同華俗, 父母及夫死者, 三年持服, 餘親則葬訖除之. 氣候溫煖, 五穀·雜果·蔬菜及酒醴·殽饌·樂器之屬, 多同於內地, 惟無駝騾·驢羊·鵝鴨等. 西南海中有三島, 其上出黃漆樹, 似小棕樹, 而大六月, 輒取其汁, 漆器物, 如黃金, 其光奪目.

太平寰宇記 卷一百七十二 四夷一 東夷一 三韓國
○ 馬韓, 後漢時通焉, 有三種, 一曰馬韓, 二曰辰韓, 三曰弁韓. 三韓之地, 大小共七十八國, 或云百濟, 是一國. 大者萬餘戶, 小者數千家, 各在山海間, 地各方四千餘里, 東以西海爲限, 皆古之辰國也. 馬韓最大, 共立其種爲王, 辰韓耆老, 自言秦之亡人, 避苦役適韓國. 馬韓割其東界地, 與之. 有城柵, 其言語有類秦人, 由是, 或謂之秦韓. 其王常用馬韓人作之, 代相係襲, 辰韓不得自立爲王, 明其流移之人故也. 其俗名, 國爲邦, 弓爲弧, 賊爲寇, 行酒爲行觴, 相呼皆爲徒. 諸小邑谷有渠帥, 大者名臣智, 次有險側, 次有樊濊, 次有殺奚, 次有邑借, 皆其官名. 其人皆文身, 使步戰. 兵仗與馬韓同, 弁韓與辰韓雜居城郭. 衣服皆同, 言語·風俗亦相似, 惟祠祭, 鬼神有異. 施竈皆在戶西. 初朝鮮王準爲衛滿所破, 乃將其餘種數千人, 走入海, 攻馬韓破之, 自立爲韓王. 準後滅絶, 馬韓人復自立爲辰王.
後漢 光武時, 馬韓人廉斯人蘇馬諟等, 詣樂浪貢獻帝, 封蘇馬諟爲漢 廉斯邑君. 使屬樂浪郡.

靈帝末, 韓·濊並盛, 郡縣不能制, 百姓苦亂, 多流逃亡, 入韓者. 建安 (196~219)中, 公孫康分屯有·有鹽二縣, 以南荒地爲帶方郡, 因遣公孫模·張敞, 收遺民伐韓·濊, 舊民稍出, 自後倭·韓遂屬帶方郡.

魏明帝初, 遣帶方太守劉昕·樂浪太守鮮于嗣越海定二郡, 郡從事吳林以樂浪, 本統韓國, 分割辰韓八國, 以屬樂浪.

晉武帝 咸寧 (275~279)中, 馬韓王來朝, 自後無聞按三韓, 尋爲百濟·新羅所倂.

○ 四至 馬韓在西, 五十有四國, 其北與樂浪接, 南與倭接. 辰韓在東, 十有二國, 其北與濊貊接. 弁韓在辰韓之南, 亦有十二國, 與倭接.
○ 土俗物産 馬韓人知田蠶, 作綿布, 出大栗如梨. 有細尾雞, 尾長五尺. 邑落雜居, 亦無城郭, 作土室形如冢, 開戶在上. 不知跪拜, 無長幼男女之別, 少紀綱. 國邑雖有主帥, 不能相制. 御其葬有棺無槨, 不知騎乘牛馬, 不貴金寶錦罽, 惟重瓔珠, 以綴衣爲飾, 及懸頸垂耳, 大率皆魁頭露髻, 布袍草履. 其人勇壯, 少年有築室作力者, 輒以繩貫脊皮, 以杖捶繩, 懽呼爲健, 終日力作, 不以爲痛. 善用弓楯矛櫓, 雖有鬪爭攻戰, 而貴相屈服, 俗信鬼神, 常以五月耕種畢, 祭鬼神, 晝夜飮會, 羣聚歌舞, 舞輒數十人, 相隨踏地. 爲節十月農工畢, 亦復如之. 諸國邑, 各以一人主祭天地, 號天君. 又立蘇塗, 有似浮屠, 建大木以懸鈴鼓, 事鬼神. 其南界近倭, 亦有文身者, 又有州胡. 在馬韓之海西大島上, 其人差短小, 語言不與韓同, 皆髡頭如鮮卑, 衣韋衣, 有上無下, 好養牛豕, 乘船往來, 貨市韓中. 辰韓其地肥美, 宜五穀, 知蠶桑, 作練布, 乘駕牛馬, 嫁娶以禮. 其俗, 男女有別. 以大鳥羽送死, 其意欲使死者神魂, 飛揚也. 國出鐵, 韓·濊·倭, 皆從取之. 凡諸市易者, 皆用鐵, 如中國用錢刀. 又以供給二郡. 俗, 喜歌舞飮酒鼓瑟. 瑟形似筑, 彈之有音曲, 兒生, 便以石壓其頭, 欲令其扁故, 辰韓人皆扁頭. 男女近倭. 弁韓, 其俗衣服, 皆與辰韓同.
太平寰宇記 卷一百七十二 四夷一 東夷一 校勘
○ 四夷總序 

 使大章亥步四極之所 

 按大章亥山海經作竪亥

○ 三韓國  

 建安 (196~219)中, 公孫康分屯有·有鹽二縣, 以南荒地, 爲帶方郡. 

 按魏志云: 「建安中, 公孫康分屯有縣以南荒地, 爲帶方郡, 無有鹽縣.」 今記, 乃通典之文, 未知據何書.
太平寰宇記 卷一百七十三 四夷二 東夷二 高勾驪國
○ 高勾驪 , 後漢 朝貢云:「本出於夫餘先祖朱蒙. 朱蒙母, 河伯女, 閉於室內, 爲日所照, 引身避之, 日影又逐, 因有孕生卵, 大如五升. 夫餘棄之與犬, 犬不食, 與豕, 豕不食, 棄於路, 牛馬避之, 棄於野, 衆鳥以毛茹之, 王剖之, 不破, 以還其母. 母以物裹, 置煖處, 有一男破殼而生, 及長, 名曰朱蒙.」其俗言, 朱蒙者, 善射也, 國人以非人所生, 欲殺之, 朱蒙東走, 渡普述至紇升骨城, 遂居之, 號曰, 高勾驪國, 因以高爲氏, 子孫繼立.
至漢武帝 元封三年(B.C.108), 滅朝鮮置玄菟郡, 以高勾驪爲縣, 使屬之, 賜以冠幘朝服, 鼓吹嘗從, 玄菟郡授之. 後稍驕不復詣郡, 但於東界, 築小城受之, 遂名此城爲幘溝漊, 溝漊者, 勾驪名城也. 

 王莽時, 發勾驪兵, 以伐匈奴, 其人不欲行, 皆亡, 出塞爲盜, 王莽更名高勾驪王爲下勾驪侯. 於時, 貊人寇邊愈甚, 光武帝 建武八年(32), 遣使朝貢, 因復其王號.

凡有五族, 有消奴部·絶奴部·順奴部·灌奴部·桂婁部. 本消奴部爲王, 稍微弱後, 桂婁部代立. 其置官, 有相加, 對盧, 沛者, 古雛大加, 主簿, 優台, 使者, 皁衣, 先人, 其公會衣服, 皆錦繡金銀, 以自飾, 大加·主簿皆著幘, 如冠幘而無後, 其小加著折風形如弁. 無牢獄, 有罪, 諸加評議, 便殺之, 沒入妻子, 爲奴婢. 兵器, 有甲·弩·弓·箭·戟·矟·矛·鋋, 習戰鬪好寇鈔, 沃沮·東濊, 皆屬焉. 又有小水貊, 勾驪作國, 依水而居. 漢 遼東郡 西安平縣北, 有小水, 南流入海. 勾驪別種, 依小水作居, 因名之爲小水貊也. 地出好弓, 所謂貊弓, 是也. 後勾驪王名宮, 生而開目, 國人懷之, 及長勇壯. 和帝時, 頻掠遼東·玄菟等郡, 宮死, 玄菟太守姚光上言:「欲因其喪, 發兵擊之.」 尙書陳忠曰:「宮前桀頡, 光不能討, 死擊之, 非義也. 宜遣弔問, 因責讓前罪, 赦不加誅.」 安帝從之.
明年宮子遂成還漢生口, 詣玄菟降詔曰: 自今以後, 不與縣官戰鬪, 而自以親附送. 生口者, 皆與贖直縑人四十四, 小口半之, 自爾率服東垂少事, 其後王伯固死, 有二子, 長曰拔奇, 少曰伊夷模, 國人立伊夷模爲王, 自伯固時, 數寇遼東, 又受亡胡五百餘家. 獻帝 建安 (196~219)中, 拔奇怨爲兄而不得立, 與消奴部各將下戶三萬餘口, 詣公孫康降, 還往沸流水. 降胡亦叛伊夷模. 伊夷模更作新國, 都於丸都山下. 拔奇遂往遼東, 有子留勾驪國古雛加駮位居, 是也. 伊夷模死, 子位宮立, 始位宮曾祖亦名宮, 生而開目能視, 及長而勇壯, 今王生, 亦能視, 勾驪呼相似, 爲位以爲似其曾祖, 故名之爲位宮. 位宮有勇力, 便鞍馬.
魏齊王 正始二年(241), 位宮寇西安平. 遼東屬邑.
五年, 幽州刺史毋丘儉, 將萬人出玄菟討之, 戰於沸流. 位宮敗走, 儉追至頳峴, 懸車束馬, 登丸都山, 屠其所都, 斬首萬餘級. 

 六年, 儉復討之, 位宮輕將諸加奔沃沮. 儉使王頎追之, 絶沃沮千餘里, 到肅愼南界, 刻石紀功, 又刋丸都山銘不耐城而還, 至位宮五葉孫釗.  

 晉康帝 建元 (343~344)初, 慕容皝, 率兵討之, 大敗, 單馬奔走, 皝乘勝, 追至丸都, 焚其宮室, 掠男女五萬餘口以歸, 釗, 後爲百濟所殺. 其後慕容寶, 以勾驪王安, 爲平州牧. 封遼東·帶方二國王. 安始置長史司馬參軍官, 後畧有遼東郡, 至孫高璉, 晉安帝 義熙 (405~418)中, 遣長司高翼, 獻赭白馬, 以璉爲都督·營州諸軍事·高麗王·樂浪郡公.  

 宋 元嘉 (424~453)中, 又獻馬八百匹, 自東晉·宋至於齊·梁·後魏·周其王, 皆受南北兩朝封爵, 分遣貢使.  

 初後魏時, 置諸國邸, 齊使第一, 高麗次之.

南齊 武帝 永明 (483~493)中, 高麗使, 至服窮袴冠析風, 中書王融戱之, 曰:「服之不衷, 身之災也, 頭上定是何物.」 答曰:「此則古弁之遺象也.」自東晉已後, 其王所居平壤城, 卽漢 樂浪郡, 王儉自慕容慕來伐後, 徙國內城, 移都此城.」 亦曰長安城. 其城隨山屈曲, 南臨浿水, 在遼東南東千餘里. 城內惟積倉儲器械, 寇至方入固守, 王別爲宅於其側. 其外有國內城及漢城, 亦別都也. 後有遼東·玄菟等數十城, 皆置官司, 以相統攝焉.
其地後漢時二千里, 至後魏南北漸狹, 境纔千餘里, 至隋漸大, 東西六千里. 其國中書籍, 有五經·三史·三國志·晉春秋·玉篇·字通·字林. 自璉七葉至元.  

 隋文帝時, 以靺鞨之衆萬餘騎, 寇遼東, 帝遣漢王諒討之, 次遼水大遭疾疫, 又乏粮, 元懼請罪, 遂班師. 煬帝徵元入朝不至. 

 大業七年(611), 帝親征元.  

 八年, 師渡遼水, 營於遼東地, 分道出師, 頓兵於其城下. 高勾驪 嬰城固守, 帝命諸軍攻之, 又勅諸將, 勾驪若降, 卽宜撫納, 不得縱兵. 城將陷, 賊輒言, 請降, 諸將奉指不敢赴機, 先令馳奏, 比報至賊守禦亦備, 隨出拒戰. 如此者再三, 帝不悟. 食盡師老, 輸糧不繼, 諸軍敗, 績還者千人而已, 是行也. 惟於遼水西拔賊武屬邏置遼東郡及通定鎭而還.
九年, 帝復親征, 乃勅諸軍, 以便宜從事諸將, 分道攻城, 賊勢日蹙, 會楊玄感作亂反, 書至帝班師. 兵部侍郞斛斯政, 玄感之黨. 亡入高麗, 知其事實, 悉銳兵來追殿軍多敗.  

 十年, 又發天下兵, 會盜賊蜂起, 所在阻絶, 軍多失期, 少至遼水, 又屬饑饉, 六軍遞相掠奪, 復多疾疫, 自黃龍以東, 骸骨相屬, 止泊之處, 軍人皆積屍以禦風雨, 死者十有八九. 高麗, 亦困斃於禦守, 遣使乞降, 囚送斛斯政, 以贖罪, 帝許之. 頓於懷遠鎭, 受其降, 款旋班師仍徵元入朝, 不至帝更圖後擧, 會天下大亂, 不克復行.  

 唐 武德四年(621), 遣使朝貢, 其國建官有九等, 其一曰吐捽, 舊名大對盧, 總知國事, 次曰太大兄, 次鬱折, 華言主簿, 次太大夫使者, 次皂衣頭大兄, 東夷相傳所謂, 皂衣先人者也. 以前, 五官掌機密, 謀政事, 徵發兵馬, 選授官爵. 次大使者, 次大兄, 次收位使者, 次上位使者, 次小兄, 次諸兄, 次過節, 次不過節, 次先人. 又有狀古雛加, 掌賓客, 比鴻臚卿, 以大夫使者爲之, 又有國子博士·太學博士·舍人通事·典書客, 皆小兄弟以上爲之. 又其諸大城, 置傉薩, 比都督, 諸城置處閭近支比刺史, 亦謂之道使, 其武官曰, 大模達比衛將軍, 以皂衣頭大兄以上爲之. 次末客比中郞將, 以大兄以上爲之, 其次領千人以下, 各有差等. 又有其國有五部, 皆貴人之族也, 一曰內部, 卽後漢時, 桂婁部也. 二曰比部, 卽絶奴部也. 三曰東部, 卽順奴部也. 四曰南部, 卽灌奴部也. 五曰, 西部, 卽消奴部也. 又遣使請道敎, 七年二月, 遣使內附, 受正朔, 請頒書許之. 詔沈叔安, 持天尊像, 倂道士至其國, 講五千文, 開釋元宗, 自是始崇重之, 化行於國, 有踰釋典.
八年三月, 高祖謂羣臣曰:「名實之間, 理須相副, 高麗稱臣於隋, 終拒煬帝, 此亦何臣之有. 朕敬於萬物, 不欲驕貴, 但據有土宇, 務在安, 人何必令其稱臣, 以自尊大. 可卽詔, 述朕此懷也.」
裴矩·溫彦博進曰:「遼東之地, 周爲太師之國, 漢家之玄菟郡耳. 魏·晉以前, 近在提封之內, 不可許以不臣, 若以高麗抗禮, 四夷必當輕漢. 其中國之於夷狄, 如太陽之與列星, 理無降尊, 俯同藩服.」 乃止. 其後東部大人蓋蘇文, 弑其主高武, 其主元, 在位十八年死, 高武卽元異母弟. 立其姪藏爲王, 自爲莫離支. 此官總選兵, 猶吏部·兵部尙書也. 於是, 號令遠近, 遂專國命. 蘇文鬚面甚偉, 形體魁傑, 衣服冠履, 皆飾以金彩, 身佩五刀, 常挑臂高步, 意氣豪逸, 左右莫敢仰視, 恒令武官, 貴人俯伏於地, 登背上下馬.

貞觀十八年(644)二月, 太宗謂大臣曰:「高麗莫離支, 賊殺其主, 盡誅大臣, 夫出師弔伐須有其名, 因其殺君, 虐民取之, 爲易諫議.」大夫褚遂良進曰:「兵若渡遼, 事須剋捷, 萬一不獲, 無以示威遠方, 必更發怒. 再動兵衆, 若至於此, 安危難測.」太宗然之, 兵部尙書李勣曰:「近者, 薛延陀犯邊, 陛下必欲追擊. 但爲魏徵苦諫遂止. 向苦討伐, 無一人生還, 可五十年間, 邊境無事.」 

 至十一月, 以刑部尙書張亮爲平壤道行軍大總管, 自萊州泛海, 趣平壤, 又以特進李勣爲遼東道行軍大總管, 趣遼東, 兩軍合勢, 三十日征. 遼之兵, 集於幽州. 

 十九年, 太宗親征, 渡遼, 四月, 李勣收拔盍牟城, 獲口二萬, 以其城置蓋州, 勣, 又攻遼東城拔之, 以其城爲遼州.  

 六月, 攻拔白巖城, 以其城爲巖州, 遂引軍, 次安市城, 進兵以攻之, 會高麗 北部傉薩高延壽, 南部 高惠眞, 率靺鞨之衆十五萬, 來援於安市城. 東南八里, 依山爲陣, 上令所司張受降幙於朝堂之側, 夜召文武, 躬自指麾, 是夜, 有流星墜賊營中, 明日及戰, 大破之. 延壽·惠眞, 率三萬六千八百人來降, 上以酋首三千五百人, 授以戎秩, 遷之內地, 餘三萬人悉放, 還平壤城. 靺鞨三千人, 並坑之, 獲馬五萬匹, 牛五萬頭, 甲一萬領, 因名所幸山爲駐蹕山, 命許敬宗爲文, 勒石以紀其跡, 遂移軍於安市城南, 久不剋.  

 九月, 遂班師先遣遼·蓋二州戶口渡遼, 乃召兵馬, 歷於城下, 而旋城主升城拜辭, 太宗嘉其堅守, 賜縑百疋, 以勵事君者.  

 二十一年, 李勣大破高麗於南蘇, 班師至頗利城, 渡白狼·黃巖二水, 皆由膝以下, 勣怪二水狹淺, 問契丹, 遼東所出云, 此二水更行數里, 合而南流, 卽稱遼水, 更無遼源可得也. 旋師之後, 更議再行.
二十二年, 司空房玄齡病亟, 乃謂諸子曰:「當今天下淸謐, 咸得其宜, 唯東討不廷, 方爲國害, 主上含怒, 意決臣下, 莫敢犯顔. 吾若不言, 可謂啣恨入地.」 遂封表諫曰:「臣聞, 兵惡不戢, 武貴止戈, 當今聖化所覃無遠不薄上古, 所不臣者, 陛下皆能臣之, 所不制者, 皆能制之. 詳觀古今, 爲中國患害, 莫過突厥. 遂能坐運神, 畧不下殿堂, 大小可汗, 相次束手, 分典禁衛, 執戟行間, 其後延陀䲭張, 尋就夷滅, 鐵勒慕義. 請置州縣, 沙漠以北, 萬里無塵, 至如高昌叛渙於流沙, 吐渾首鼠於積石, 偏師薄伐, 俱從平蕩. 如高麗者, 歷代逋誅, 莫能討擊, 陛下責其逆亂, 弑主虐人, 親總六師, 問罪遼 碣, 未經旬月, 卽拔遼東, 前後虜獲, 數十萬計, 分配諸州, 無處不滿. 雪往代之, 宿恥掩崤, 陵之枯骨, 比功較德, 萬倍前王, 此聖主所. 自知微臣, 安敢備說, 且陛下仁風, 被於率土, 孝德, 彰乎配天, 兼衆美而有之, 靡不備. 至且微臣, 深爲陛下惜之重之, 愛之寶之, 易曰:「知進而不知退, 知存而不知亡.」 又曰:「知進退存亡而不失其正者, 其惟聖人乎.」由此言之, 進有退之義, 存有亡之機, 得有喪之理, 老臣所以爲陛下惜之, 蓋謂此也. 老子知足不辱, 知止不殆, 臣謂陛下威名功德, 亦可足矣, 拓土開疆, 亦可止矣. 彼高麗者, 邊夷賤類, 不足待以仁義, 不可責以常禮. 古來, 以魚·鼈·畜之, 宜從濶畧. 若必欲絶其種類. 深恐獸窮則搏, 且陛下每決死囚, 必命三覆五奏, 進素食, 停音樂, 蓋以人命所重, 感動聖慈也, 況今兵士之徒, 無一罪戾, 無故驅之於戎陣之間, 委之鋒刃之下, 使肝腦塗地, 魂魄無歸. 令其老父·孤兒·寡婦·慈母, 覩轊車而淹, 泣抱枯骨以傷心, 足以變動陰陽, 感傷和氣, 實天下之寃痛也. 且兵凶器戰, 危事, 不得已而用之. 向使高麗違失臣節, 而陛下誅之, 可也, 侵軼百姓, 而陛下夷之, 可也, 久長能爲中國之患, 而陛下除之, 可也. 有一於此, 雖日殺萬夫, 不足爲愧, 今無此三條, 坐煩中國, 內爲舊主雪冤, 外爲新羅報讐, 豈非所存者小, 所損者大. 願陛下遵皇祖, 老子止足之戒, 以保萬代巍巍之業, 發沛然之恩, 降寬大之詔, 順陽春以布澤, 釋高麗以自新自然. 華夷慶賴遠肅邇安, 臣老病, 三公, 朝夕入地, 謹罄殘魂餘息, 結草之誠蒙. 錄此哀鳴, 卽死且不朽, 蓋蘇文死, 其子男生嗣立, 爲其弟建所逐, 使其子獻誠詣闕.
高宗 總章元年(668), 遣司空李勣攻拔扶蘇城, 一時來降, 遂與諸軍相會, 時副御史賈言志充度支遼東軍糧, 使回. 上問以軍事, 言志盡其山川地勢, 且言遼東可平之狀. 上問曰:「卿何以知其可平也.」 對曰:「昔隋主親率六軍, 覆於遼東者, 人事然也. 煬帝無道, 軍政嚴酷, 擧國授役, 天下離心, 元感一唱, 狼狽而還, 身死國亡, 自取之也. 及先帝親征問罪, 所以不得志者, 高麗未有釁也. 諺曰:『賊無媒中道回』, 今高麗失其政, 人心不附, 男女兄弟內離, 遞相攻擊, 脫身來奔, 爲我鄕導, 彼之情僞, 盡知之矣. 以國家富强, 陛下明聖, 將士盡力, 滅之必矣. 且聞高麗秘記云: 『不及九百年, 當有八十老將, 來滅之.』 自前漢末高麗氏, 卽有國土, 及今已九百矣. 李勣年八十, 亦與符記相同, 又高麗頻歲饑荒, 賣鬻男女, 無故地裂, 狼狐入城, 蚡鼠穴於門閾之下. 夷俗言, 妖遞相警怖, 天意如此, 人事如彼. 臣竊以爲是行, 不再擧矣.」上曰:「卿觀遼東, 諸將孰賢?」 對曰:「李勣, 先朝舊臣, 聖鑒所悉, 龐同善, 雖非鬪將, 而持軍嚴整, 薛仁貴, 勇冠三軍, 威名遠振, 高偘勤儉自處, 果敢有餘, 契苾何力沈毅持重, 有統御之才, 雖頗有忌前之癖, 而臨事斷然. 諸將, 夙夜小心, 忘身憂國者, 莫逮於李勣.」上深然其言. 

 九月十二日, 拔平壤城, 虜其王高拜·男逮·男産等以歸, 平其國, 平城百七十戶六十九萬七千. 

 二年移高麗戶二萬八千二百, 配江·淮以南, 山南, 京西. 

 咸亨元年(670)四月, 其餘類有酋長劍牟岑者, 率衆叛, 立高麗外孫安爲王, 令左衛大將軍高偘討平之, 其餘衆不能自保, 散投新羅·靺鞨, 舊土, 國盡入於靺鞨, 高氏君長, 遂絶. 

 武太后 聖歷二年(699), 鑾台侍郞平章事狄仁傑, 表請拔安東鎭, 復其君長曰:「臣聞先王疆理天下, 皆是封域之內, 制井田, 出兵賦, 其有逆命者, 因而誅焉. 罪其君, 弔其人, 存其社稷, 不奪其財, 非欲土地之廣, 非貪玉帛之貨. 至漢孝武, 藉四帝之資儲於是, 定朝鮮, 討西域, 平南越, 擊匈奴, 府庫皆空, 盜賊鋒起, 百姓鬻妻賣子, 流離於道路者萬計. 於是, 摧枯市利算及舟車, 籠天下貨財, 而財用益屈. 末年覺悟, 息兵罷役, 封丞相爲富民侯. 然而漢室中, 微釁由此起, 豈不惑哉. 人有四支者, 所以扞頭目, 君有四方者, 所以衛中國也. 然以蝮蛇在手, 旣以斷節全身, 狼戾一隅, 亦宜棄之存國, 漢元帝罷珠崖之郡, 宣帝棄車師之田, 非惡多而好少也. 知難卽止, 是爲愛人. 今以海中, 分爲兩運, 風波漂盪, 沒溺至多, 兵糧猶恐不足. 且中國之與番夷, 天文自隔, 遼東所守, 已是石田, 靺鞨遐方, 更爲鷄肋. 今欲肥四夷而瘠, 中國恐非通典, 且得其地, 不足以耕織, 得其人, 不足以賦稅, 臣請罷薛訥, 廢安東鎭, 三韓君長高氏爲其主. 誠願陛下, 存之繼絶之義, 復其故地, 此之美名, 高於堯 舜遠矣.」.
○ 四至 其國在遼東之東千里, 南與朝鮮·濊貊, 東與沃沮, 北與夫餘. 其地方, 後漢時南北二千里, 至後魏, 南北漸狹, 方千餘里, 至隋漸大, 東西六千里.
○ 土俗物産 其俗淫而形貌潔淨, 國中邑落, 男女每夜, 群衆爲倡樂, 好祀鬼神·社稷·靈星, 以十月祭天, 大會名曰賽盟. 其國東, 有大穴, 號隧神, 亦以十月迎而祭之. 婚娶之禮, 畧無財幣, 有受財者, 謂之賣婢, 俗甚恥之. 父母及夫喪, 其服制同於華夏, 兄弟則服以三月. 樂有五絃·琹·箏篳·篥橫·吹之簫, 鼓之屬, 吹蘆以和曲. 賦稅則絹布及粟, 隨其所有, 量貧富, 差等輸之. 有馬, 皆小便登山, 本朱蒙所乘, 馬種卽果下也. 畜有牛豕, 豕多白色. 其人性凶急, 有氣力好戰, 其地多山谷, 無原澤, 隨山谷而居, 少田力作, 不足以自資. 其俗, 節於飮食, 而好脩宮室, 始以爲夫餘別種, 而言語法則多同之. 跪拜, 伸一足行步, 皆如走. 碣石山在漢 樂浪郡 遂城縣, 長城起於此山, 今驗長城東截遼水而入高麗遺址, 按尙書云:「夾右碣石, 入於海, 右碣石則河赴海處, 在今忠州南二十餘里, 則高麗爲碣石之左也.」平壤城東北, 有魯陽山, 魯城在其上. 西南二千里, 又有葦山, 南臨浿水. 大遼水, 源出靺鞨國西南, 山南流至安市. 小遼水, 源出遼山, 西南流. 又有大梁山, 在國西出塞外, 西南流注小遼水. 馬砦水, 一名鴨綠水, 水源出東北靺鞨 白山, 水色似鴨頭, 故名之. 去遼東五百里, 經國內城南, 又西與一水合, 卽鹽難水也. 二水合流西南, 至安平城, 入高麗之地, 以此水最大波瀾淸折所經津濟皆貯大船, 其國恃此, 以爲天塹, 其水凡濶三百步, 在平壤城西北四百五十里, 遼水東南四百八十里.  

 按高麗記云:「分則漢 樂浪, 玄菟郡之地, 自後漢及魏爲公孫氏所據, 至淵滅, 西晉 永嘉 (307~312)以後, 復入高麗. 其不耐·屯有·帶方·安市·平郭·安平·居文·龍城, 皆漢二郡之屬縣, 分則朝鮮·濊貊·沃沮之地, 是也.
太平寰宇記 卷一百七十四 四夷三 東夷三 新羅
○ 新羅國 , 魏時爲新盧國, 其先本辰韓種也. 辰韓, 始有六國, 稍分爲十二, 新羅則其一也. 或曰斯羅, 魏將毋邱儉, 討高麗破之, 奔沃沮. 其後復歸故國, 留者遂爲新羅焉. 故其人雜有華夏·高麗·百濟之屬, 兼有沃沮·不耐·韓·濊之地. 其王本百濟人, 自海逃入新羅, 遂王其國, 國小不能自通, 使騁苻堅, 時其王樓寒, 遣使衛頭朝貢, 堅曰:「卿言東海之事, 與古不同, 何也.」 答曰:「亦猶中國, 時代變革, 名號改易, 今之與古焉, 得同之.」 

 梁武帝 普通三年, 王姓慕名秦, 始遣人, 隨百濟獻方物, 其俗呼城曰, 健牟羅, 其邑, 在內曰㖨評, 在外曰邑勒, 亦猶中國之言郡縣也. 國有六㖨評五十二邑勒. 至隋文帝時, 遣使來貢, 其王姓金名眞平. 按隋 東藩風俗記云:「金姓相承三十餘葉, 文帝拜爲樂浪郡公·新羅王, 又按其先, 附庸於百濟, 後因百濟征高麗, 人不堪戎役, 相率歸之, 遂致强盛, 因襲加羅·任那諸國滅之, 並三韓之故地也. 其西北界, 大牙出高麗·百濟之間, 官有十七等, 其一曰: 伊罰干貴相如, 次伊尺干, 次迎干, 次破彌干, 次大阿尺干, 次阿尺干, 次吉干, 次沙咄干, 次及伏干, 次大奈摩干, 次奈摩干, 次大吉, 次小吉, 次吉土, 次大烏, 次小烏, 次造位外, 外有郡縣. 其文字甲兵, 同於中國. 選人之壯健者, 悉入軍鋒戍邏, 俱有營屯步伍. 風俗者, 刑政衣服, 畧與高麗·百濟同.」 

 唐 貞觀二十一年(647), 其王遣金春秋來朝, 拜爲特進, 請改章服, 以從華制.

永徽元年(650), 其王金眞德大破百濟, 遣春秋子法敏以聞. 又使獻織錦作五言大平頌原本訛, 詩據舊唐書改正
龍朔三年(663), 詔新羅置鷄林大都督. 

 麟德二年(665), 其王法敏與龍津都督夫餘隆, 盟於百濟之熊津城, 其盟書藏於百濟之廟. 於是, 帶方州刺史劉仁軌, 領新羅·百濟·儋羅·倭人四國, 使浮海而還, 以赴泰山之下. 

 上元元年(674), 法敏納高麗叛亡之衆, 又略百濟故地, 遣兵守之, 帝大怒下詔, 削法敏官爵, 遣宰臣劉仁軌討之, 仍以法敏弟左驍衛員外大將軍臨海郡公金仁問爲新羅王. 時仁問在京, 師詔令歸國以代其兄, 仁問行至中路, 聞新羅降, 仁問乃還. 

 二年鷄林道行軍大總管劉仁軌, 大破新羅之衆於七重城而還.

新羅於是遣使入朝, 伏罪拜首, 貢方物, 前後相屬, 後加敏官爵, 旣盡有百濟之地, 及高麗南境. 東西約九百里, 南北約一千八百里, 於界內, 置尙· 良·康·熊·金·武·漢·朔·溟等九州. 其武州所輸物産, 爲新羅之最, 自開耀元年(681), 至於會昌元年(841), 朝貢不絶.
○ 四至 其國在百濟東南五百餘里, 當高麗東南, 兼有漢 樂浪郡地, 東濱大海.
○ 土俗物産 土地肥美, 宜植五穀, 多桑·麻·菓·菜·鳥·獸, 産物略與華同. 

 風俗刑政, 衣服畧與高麗·百濟同, 而朝服尙白, 好祭山神. 重元日, 每以其日拜日月神, 國人金·林二姓, 異姓不通婚姻, 婦人多美髮.
太平寰宇記 卷一百七十四 四夷三 東夷三 倭國
○ 倭國 自後漢, 通焉古倭奴國也. 在新羅東南大海中, 世世依山島爲居, 凡百餘國. 後漢書云:「光武 中元二年(57), 倭奴國, 奉貢朝賀, 使人自稱大夫. 桓·靈間, 倭國大亂, 更相攻伐, 歷年無有主. 一女子名曰卑彌呼, 年長不嫁, 事鬼神道, 能以妖惑衆. 於時, 共立爲主, 侍婢千人. 少見者, 唯男子一人, 給王飮食, 傳辭語, 居處宮室, 樓觀城柵, 皆持兵守衛, 爲法甚嚴. 魏 明帝 景初二年(238), 司馬宣王之平公孫氏也, 倭女王, 始遣大夫貢獻, 魏以爲親魏 倭王. 正始 (240~248)中, 卑彌呼死, 立其宗女一奧爲主.」 

 又按魏略云:「倭人自謂泰伯之後, 未詳其由. 其後復立男主, 受中國爵命.」 

 晉 泰始 (265~274)初, 遣使重譯入貢.
宋 永初二年(421), 倭王請修貢職, 至曾孫武順帝 昇明 (478)二年, 遣使上表曰:「封國偏遠, 作藩於外, 自昔祖彌, 躬擐甲冑. 跋涉山川, 不遑寧處. 東征毛人, 五十五國. 西服衆夷, 六十六國. 渡平海北, 九十五國, 臣雖下愚, 忝守先緖. 驅率所統歸, 崇天極, 道逕百濟, 裝理船舫. 而高麗無道, 圖欲見呑, 虔劉不已, 每致稽滯. 臣欲練理兵甲, 摧此强敵, 剋靖方難, 無替前功.」 竊自假開府儀同三司, 其餘咸各假授, 因詔除武使持節安東大將軍·倭王. 按其王理邪爲台國, 或名邪摩 惟去遼東萬二千里, 在百濟·新羅東南, 其國界東西五月行, 南北三月行, 四境各至於海, 大較在會稽·閩川之東, 亦與珠崖·儋耳相近. 官有十二等, 一曰大德, 次小德, 次大仁, 次小仁, 次大義, 次小義, 次大禮, 次小禮, 次大智, 次小智, 次大信, 次小信. 員無定數, 有軍尼百二十人, 猶中國之牧宰. 八十戶置一仍 一作伊 尼翼. 如里長十仍尼翼屬一軍尼, 其王以天爲兄, 以日爲弟, 尤信巫覡, 每正月一日, 必射戱飮食. 其餘節略與華同. 樂有五弦之琴, 好棋博·握槊·樗蒲之事.

隋 開皇二十年(600), 倭王姓阿每, 名多利思比孤, 其國號阿輩雞彌, 華言天兒也. 遣使詣闕, 其書曰:「日出處, 天子致書, 日沒處, 天子無恙云云.」帝覽之不悅, 謂鴻臚卿曰:「蠻書有無禮者, 勿復以聞.」
明年, 帝遣文林郞裴淸, 使於倭國, 渡百濟, 東至一支國, 又至竹國, 又東秦王國, 其人同於華夏, 以爲夷州, 疑不能明也. 又經十餘國, 達於海岸, 自竹斯以東, 皆附庸於倭, 淸將至倭, 王遣小德阿輩台, 從數百人, 設儀仗, 鳴 鼓角來迎, 又遣大禮歌多毗, 從二百餘騎郊勞, 旣至彼都, 其王與淸相, 見設宴享, 以返復, 令使者, 隨淸來貢方物. 其國跣足, 以幅布蔽, 其前後椎髻無冠帶. 煬帝時, 始賜以衣冠, 令以綿綵爲冠飾, 裳皆施襈音撰緣也綴, 以金玉衣服之制, 頗同新羅. 腰間, 或佩銀花, 長八寸, 左右數枝, 以明貴賤等級.

唐 貞觀五年(631), 使至, 太宗矜其路遠, 遣新羅刺史高仁表持節撫之, 浮海數月, 方至. 自言路經地獄之門, 親見其上, 氣色翕翕, 又聞鏈煆之聲, 甚可畏懼也. 仁表負綏遠之才, 與其王爭禮, 不宣朝命而還, 由是遂絶.  

 至永徽五年(654), 遣使貢琥珀瑪瑙, 琥珀大如斗, 瑪瑙大如五升器. 高宗降書慰撫之, 仍云:「本國與新羅接近, 新羅數爲高麗·百濟所侵, 若有危急, 王宜遣兵救之.」 因有是勅, 其國東海嶼中, 野人, 有古·波·多, 凡三國, 皆附庸於倭, 西與越相距, 頗有絲綿, 出瑪瑙有黃白二色, 其琥珀云海中涌出, 又東北千餘里, 至侏儒國, 人長三四尺, 自侏儒東行一年, 至裸國·黑齒國, 使驛所傳極於此矣. 又按東夷記云: 倭又名日本, 自云國在日邊, 故以爲稱, 蓋惡舊名也.  

 顯慶 (656~660)中, 其國使又領蝦夷國人, 同來朝貢方物. 

 咸亨元年(670), 遣使賀平高麗, 爾後, 繼來朝貢.  

 長安三年(703), 又遣使貢方物, 其使朝臣號眞人, 眞人者, 官號, 猶中國尙書也. 頗讀經史, 解屬文. 首冠進德冠, 其頂有花, 分而四散, 身服紫袍, 以帛爲腰帶. 容止溫雅, 則天宴之, 拜爲司膳員外郞放還.  

 開元 (713~741)初, 又遣使來朝, 表請儒者講論語, 遣四門博士趙元黙, 就鴻臚寺敎之, 乃遺元黙, 濶幅布以爲束修之禮, 題曰:「白龜元年調布.」 蓋誇誕耳. 所得賜賚, 盡市文籍, 泛海而還, 其偏使朝臣仲滿, 慕中國之風, 因留不去, 改姓名爲朝衡, 歷左補闕, 終左常侍, 鎭南都護. 三十三年, 遣使請老子經本及天尊像, 歸本國.  

 天寶 (742~755)已後, 海路多爲新羅絶隔, 朝貢乃由明州·越州等路. 

 大歷十二年(777), 遣大使朝檝寧·副使和聰達來朝貢.
建中元年(780), 遣大使眞人興龍·判官調攝悉 唐會要, 作調提志. 自明州路朝貢, 眞人興龍, 蓋因本官命氏也, 風調甚高, 善書札, 其本國紙, 似繭而潔滑, 人莫能名.

貞元十五年(799), 其國有二百人浮海, 至揚州交易而還. 

 永貞元年(805), 遣使眞人遠誠等來朝.  

 開成四年(839), 遣使藤原朝韋嗣等, 來貢方物.

○ 四至 按其王理邪爲台國, 或名邪摩維是也. 去遼東萬二千里, 在百濟·新羅東南, 其國界東西三月行, 南北五月行, 四境各至大海, 大較在會稽·閩川之東, 亦與珠崖·儋耳相近.
○ 土俗物産 其國土俗, 宜禾稻麻苧蠶桑, 知機織爲縑布, 出白珠金玉, 其山出銅及丹土. 氣溫煖, 冬夏生菜茹, 無牛馬虎豹羊雞, 百桂薑椒橘蓑荷出黑雉, 又有獸如牛, 名山鼠, 又有大蛇, 呑此獸, 其堅不可斫, 其上孔乍開乍閉, 時或有光, 射中之, 蛇則死. 其兵有矛·楯·木弓·竹矢, 以骨爲鏃. 男子皆黥面文身, 自謂泰伯之後. 衣皆橫幅, 結束相連, 女人被髮屈紒, 衣如單被, 貫頭而着之, 並以丹朱粉身, 如中國之用粉也. 有城柵屋宇, 父母兄弟共處, 唯會同男女無別, 飮食以手, 而用籩豆. 俗皆徒跣, 以蹲跪爲恭敬. 人性嗜酒, 多壽考, 國多女, 大人皆四五妻, 其餘或兩或三. 女人不淫不妬, 又俗不盜竊, 少爭訟. 其婚嫁, 不娶同姓, 婦入, 夫家必先跨火, 乃與其夫相見. 其死停喪十餘日, 家人哭泣, 不進飮食, 肉親賓就屍, 歌舞爲樂. 有棺無槨, 封土作冢. 擧大事, 灼骨以卜吉凶, 其行來渡海, 詣中國, 恒使一人, 不櫛沐, 不食肉, 不近婦人, 名曰: 「持哀.」 若在金吉利, 則顧以財物, 如疾病遭害, 以爲持哀不謹, 便共殺之.
太平寰宇記 卷一百七十四 四夷三 東夷三 夫餘國
○ 夫餘國 , 後漢通焉, 初北夷 索離國一作槖. 王有子曰東明, 長而善射, 王忌其猛, 欲殺之. 東明奔走, 東渡掩㴲水, 因至夫餘而王之. 

 順帝 永和 (136~141)初, 其王始來朝, 帝作黃門, 鼓角抵戱以遣之. 夫餘本屬玄菟, 至漢末公孫度, 雄張海東, 感服外夷. 其王始死, 子尉仇台立, 更屬遼東, 時句麗·鮮卑强. 度以夫餘在二虜之間, 妻以宗女, 至孫位居嗣立.  

 魏 正始 (240~248)中, 毌邱儉討高麗, 因遣玄菟太守王頎詣夫餘, 位居遣使郊迎, 供軍糧. 

 自後漢時, 夫餘王葬, 用玉匣, 常先付玉匣, 王死卽迎取以葬. 及平公孫淵, 玄菟庫, 猶存得玉匣一其.  

 晉時, 夫餘庫有玉璧珪瓚數代之物, 傳以爲寶, 耆老言先代之所賜也. 其印文稱濊王之印, 國中有故城名濊城, 蓋本濊貊之地. 

 太康六年(285), 爲慕容廆所襲, 其王依慮自殺, 子弟走保沃沮, 武帝以□龕爲護東夷校尉. 

 明年, 夫餘後王依邏遣使詣龕求還舊國, 龕遣督郵賈沈以兵送之, 爾後每爲廆掠, 種人賣於中國, 帝又以官物贖還, 禁市夫餘之口, 自後無聞.
○ 四至 其國在長城北, 去玄菟千里, 南鄰高句麗, 東與挹婁, 西與鮮卑接, 北自弱水, 地可方二千里.  

 按後魏二史皆云:「夫餘國. 百濟出於夫餘, 夫餘出於高句麗國王子東明之後.」 又謂槖離, 乃夫餘在高麗之南, 若詳考諸家所說, 疑槖離在夫餘之北, 別是一國, 未詳孰是.
○ 風俗物産 其國有戶八萬, 土宜五穀, 無五果. 有宮室·倉庫·牢獄, 多山陵廣澤. 其人性强勇謹厚, 不寇抄. 以六畜名官, 有馬加·牛加·猪加·犬加, 邑落有豪人, 名下戶皆爲奴僕, 諸加別主四出道. 大者數千家, 小者數百家, 會同拜爵揖讓升降有似中國. 以臘月祭天, 譯人傳辭, 皆跪, 手據地竊語. 用刑嚴急, 殺人者死, 沒其家人爲奴婢, 盜一責十二. 男女淫, 婦人妬, 皆殺之. 兄死妻嫂, 與北狄同俗. 以弓矢刀矛爲兵, 家家自有鎧仗, 作城柵皆圓, 有似牢獄. 行人無晝夜好歌吟, 通日聲不絶.  

 有軍事亦祭天, 殺牛觀蹄以占吉凶, 牛蹄解者爲凶, 合者爲吉. 有敵, 諸加自戰, 不負卽擔糧食之. 其死, 夏月用氷, 殺人殉葬, 多者數百, 厚葬. 有棺槨. 其居喪, 男女皆純白, 婦人着布面衣, 去環珮, 大體與中國彷彿焉.
太平寰宇記 卷一百七十四 四夷三 東夷三 蝦夷國
○ 蝦夷國 , 海島中小國也. 其人鬚長四尺, 尤善弓矢, 揷箭於首, 令人載瓠, 而立數十步外, 射之無不中者.  

 唐 顯慶四年(659)十月, 隨倭國使入貢.

太平寰宇記 卷一百七十四 四夷三 東夷三 校勘
○ 倭國  

 婦人歸夫家, 必先跨火. 

 按隋書 倭國傳作跨火, 通典作跪火, 今云跨火. 所載各舛異, 或疑於跨火.
太平寰宇記 卷一百七十五 四夷四 東沃沮
○ 東沃沮國, 後漢通焉. 初, 衛滿王朝鮮時, 沃沮屬焉. 至漢武帝平朝鮮, 分其地爲四郡, 以沃沮城爲玄菟郡. 後爲夷貊所侵, 徙郡於高句麗西北. 至光武, 以其渠帥爲縣侯, 不耐·華麗·沃沮諸縣皆爲侯國. 後漢末, 猶置功曹·主簿·諸曹皆濊人作之. 其諸邑落渠帥皆自稱三老, 則故縣國之制也. 後以國小, 迫於大國之間, 遂臣屬句麗. 後以其中大人爲使者, 使相爲主領義, 使大加統之, 大加高麗官號, 所謂馬加·牛加·狗加, 其所部有大小也. 責其稅租, 貂·布·魚·鹽·海中食物, 千里擔負致之, 又發其美女以爲婢妾焉. 魏齊王 正始五年(244), 幽州刺史毌邱儉討句麗, 王位宮奔沃沮, 遂進師擊沃沮邑落, 皆破之. 宮又奔北沃沮, 一名置隔婁, 去南沃沮八百餘里, 其俗皆與南同. 界與挹婁接, 挹婁喜乘船寇鈔, 北沃沮畏之, 夏月藏在山巖深穴中, 爲守備, 冬月冰凍, 船道不通, 乃下居邑. 毌邱儉遣玄菟太守王頎追位宮, 盡其東界. 其耆老言, 國人嘗乘船捕魚, 遭風見吹數十日, 東到一島, 上有人, 言語不相曉, 其俗嘗以七月取童女沉海, 又言有一國亦在海中, 純女無男, 人或傳其國有神井, 闚之輒有孕. 又說得一布衣, 從海中浮出, 其形如中國人衣, 其兩袖長三尺. 又得一破船, 隨波出海岸邊, 有一人項中復有面, 生得之, 與語不相通, 不食而死. 其城在沃沮東大海中.
○ 四至 其國在句麗 蓋馬大山之東, 東濱大海, 北與挹婁·夫餘接, 南與濊貊接. 其地東西狹, 南北長, 可折方千里.
○ 土俗物産 戶五千. 土肥美, 背山向海, 宜五穀, 善種田. 無大君主, 有邑落長. 其人性質直强勇, 便持矛步戰. 言語·飮食·居處·衣服有似句麗. 其葬, 作大木槨長十丈餘, 開一頭爲戶, 新死者先假埋之, 令皮肉盡, 乃取骨置槨中. 家人皆共一槨, 刻木爲主, 隨死者爲數. 又有瓦䥶置米於中, 編懸之於槨戶邊.
太平寰宇記 卷一百七十五 四夷四 挹婁國
○ 挹婁國, 魏時通焉, 卽古肅愼之國也. 周武王及成王時, 皆貢楛矢·石砮. 爾後千餘年, 雖秦·漢之盛, 莫能致也. 常道卿公 景元 (260~263)末, 方來貢獻楛矢·石砮·弓甲·貂皮之屬. 晋 元帝初, 又詣江左, 貢石砮. 成帝時, 貢於石季龍, 四年方達, 季龍問之, 答曰: 「每候牛馬向南西臥者三年矣, 是知大國所在, 故來焉.」
○ 四至 其國不在咸山北, 在夫餘北千餘里, 濱大海, 南與北沃沮接, 不知其北所極, 廣袤數千里.
○ 土俗物産 土地多山險, 車馬不通. 人形似夫餘, 其言語各異. 有五穀·牛馬·麻布, 出赤玉, 好貂, 所謂挹婁貂是也. 無君長, 其邑落各有大人. 處於山林之間, 土氣極寒, 嘗爲穴居, 以深爲貴, 大家至接九梯. 好養豕, 食其肉, 衣其皮. 冬以豕膏塗其身, 厚數分, 以禦風寒, 夏則裸袒, 以尺布蔽其前後. 其人臭穢不潔, 作厠於中, 圜之而居. 無文墨, 以言語爲約. 坐則箕踞, 以足挾肉啖之, 得凍肉, 坐其上令溫煖. 土無鹽·鐵, 燒木作炭, 灌之取汁而食. 俗編髮, 將嫁娶, 男以毛羽揷女頭, 女和則將歸, 然後致禮聘之. 婦貞而女淫, 貴壯而賤老. 死者, 其日卽葬之. 於野, 交木作小槨, 殺猪積其上, 以爲死者之糧. 性凶悍, 以無憂哀相尙. 父母死, 男女不哭泣, 有哭者, 謂之不壯. 相竊盜, 無多少皆殺之, 雖野處而不相犯. 有石砮, 皮骨之甲. 國東有山出石, 其利入鐵, 將取之, 必先祈神. 其人衆雖少, 而多勇力, 處山險, 又善射, 弓長四尺, 力如弩, 矢用楛, 長尺八寸, 靑石爲鏃, 皆施毒, 中人卽死. 隣國畏其弓矢, 卒不能服也. 便乘船, 好寇盜, 鄰國患之. 東夷飮食之器, 皆用俎豆, 唯挹婁獨無, 法俗最無綱紀.
太平寰宇記 卷一百七十五 四夷四 勿吉國
○ 勿吉國 , 後漢通焉. 亦謂之靺鞨, 在高句麗北, 亦古肅愼國地. 邑落各自有長, 不相總一, 凡有七種. 其一號粟末部, 與高麗相接, 二曰泪咄部, 在粟末之北, 三曰安車骨部, 在泪咄部東北, 四曰拂涅部, 在泪咄東, 五曰號室部, 在拂涅東, 六曰黑水部, 在安車骨西北, 七曰白山部, 在粟末東南. 勝兵各數千, 而黑水部尤爲勁健, 自拂涅以東, 矢皆石鏃, 長二寸, 所居多依山水. 渠帥曰大莫弗·腦咄, 東夷中爲强國. 皆患之孝文 延興 (491~475)中, 其王遣乙力支朝獻, 乙力支稱, 初發其國, 乘船溯灘河, 西上至大沴河, 沉船於水, 南出陸行, 渡洛孤水, 從契丹西界, 達和龍, 乙力支還, 從其來道, 取得本沉船, 達其國. 隋初靺鞨國, 有使來獻, 謂勿吉國也. 西北與契丹接, 每相劫掠, 與中國懸隔. 惟粟末·白山爲近, 煬帝初, 其渠帥度地稽率其部來降, 居於柳城. 及遼東之役. 度地稽率其徒以從, 每有戰功, 從帝幸江都, 尋放歸柳城. 唐 武德三年(620), 其部落酋長突地稽遣使朝貢, 以其部落置燕州. 拜突地稽爲總管劉黑達之叛也, 以戰功封普國公, 又徙其部落於幽州之昌平城, 會高開道引突厥來攻幽州, 突地稽率兵邀擊大破之. 貞觀 (627~649)初, 拜右衛將軍, 賜姓李氏尋卒, 子謹行武力絶人. 麟德 (664~665)中, 累遷營州, 都督右領軍大將軍爲積石道經略大使, 至上元三年(676)大破吐蕃, 數萬衆於靑海之上, 璽書勞之, 乃封燕國公. 永淳元年(682), 卒贈幽州都督附, 葬乾陵. 自後或有酋長, 自來或遣使朝貢, 每歲不絶, 其白山部素附於高麗, 因牧平壤, 後部衆人於中國, 泊出安車骨, 入號室等部, 亦因高麗破後, 奔散微弱, 今無聞焉. 縱有遺人, 並於渤海編戶, 唯黑水部全盛, 分爲十六部落, 以南北爲棡地. 開元十三年(725), 安都護薛泰, 又請於黑水靺鞨內, 置黑水軍, 續更以最大部落. 爲黑水府仍以首領, 爲都督諸郡刺史隷屬焉. 中國置長史, 就其部落監領之. 十六年, 其部落都督, 賜姓李氏, 賜名獻誠, 援雲麾將軍兼黑水經略使, 仍以幽州都督爲其押使, 自此朝貢不絶, 舊說黑水西北, 有思慕靺鞨, 正北微東十日程, 有郡利靺鞨, 東北十日程, 有窋說靺鞨, 亦謂之屈設, 東南十日程, 有莫曳, 皆靺鞨, 今黑水靺鞨界, 至渤海 德府, 北至小海, 南至大海, 西至室韋, 南北約二千里, 東西約一千里. 其國少馬, 國人步戰, 國多貂鼠皮尾·骨咄角·白兎·白鷹等. 初太宗謂侍臣: 「靺鞨遠來, 蓋突厥降, 朕之所致也. 昔周宣之獫狁, 孔熾出兵驅逐, 比之蚊蚋, 議者以爲中策. 漢武帝北事匈奴, 中國虛竭議者, 以爲下策. 秦始皇北築長城, 神人怨怒, 議者以爲無策. 然則自古以來, 其無上策乎. 朕承隋之弊, 而四夷歸服, 無爲而治, 得非上策乎.」 禮部侍郞李百藥進曰: 「陛下以武功定四方, 以文德綏萬物, 至道所感, 格於天地, 斯蓋二儀. 降福以祚聖人, 豈與夫周·漢設策, 較其長短哉.」 太宗大悅, 其拂涅·鐵利等諸部落, 自唐初天寶 (742~755)末, 亦嘗朝貢或隨渤海使而來, 惟郡利 莫曳皆三兩部, 未至. 及渤海寖强, 黑水亦爲其役, 至元和十一年(816), 渤海靺鞨遣使朝貢焉.
○ 土俗物産 其國有大水, 闊三里餘, 名速末水. 其地下濕, 築堤, 鑿穴以居, 屋形冢, 開口於上, 以梯出入. 無牛有車馬, 田則耦耕居則步. 推有粟及麥穄, 則有葵. 水氣鹹凝, 鹽生樹上, 亦有鹽池, 多猪無羊, 嚼米醞酒, 飮能致醉. 婦人則布裙, 男子則衣猪犬皮裘, 頭神虎約尾, 善射獵. 其父母春夏死, 立埋之, 冢上作屋, 不令雨濕. 若秋冬死, 以其屋捕貂, 貂食其肉, 則多獲之, 俗以溺洗手面, 於諸夷最爲不潔.
太平寰宇記 卷一百八十六 四夷十五 石國
○ 杜環 行經記云:「其國城一名赭支, 一名大宛. 天寶 (742~755)中, 鎭西節度使高仙芝, 擒其王及妻子, 歸京師, 水一名珍珠河, 一名質河, 並西北流, 土地平.」
○ (石國) 其川西頭有城名曰, 怛羅斯, 石國大鎭, 卽天寶十年(751) 高仙芝軍, 敗之地.
(끝)

